






44 61

  

01

02

03

04

リアルゲイトについて

事業説明

収益構造

業績と見通し

�3 �0�0�5�4� � �4 �2�6�" �3�&� � �* � , �&�+�* �3�* �0�) � " �4�) �*



45 61

24 年 9 月期 第 3 四半期 業績ハイライト

売上高
（累計）

営業利益
（累計）

当期純利益
（累計）

前期比増減 +24.1%

前年同期 67 件 前年同期 58 棟 前年同期 85,437m2

前期比増減 +52.2% 前期比増減 +66.1%

百万円6,471 百万円747 百万円443

50 件（ML・保有） 42 棟（ML・保有）

㎡96,334
61,137㎡（ML・保有） %97.91

獲得済 PJ 運営中物件
( 竣工済 )

稼働率
(ML・保有 / 既存 )運営面積

件71 棟60

※ 2024年6月末時点での数値　※ MLはマスターリース、PMはプロパティマネジメント、保有は物件保有の略称　※  獲得済PJは、竣工前物件を含めたプロジェクトを指す　※ 運営中物件は、竣工後ML・保有・PM物件等を指す　
※ 運営面積は、竣工物件のうちML・保有・PM物件が算出対象　※ 稼動率は、竣工後1年以上経過した既存物件（ML・保有、終了予定物件については除外）が算出対象
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24 年 9 月期 業績予想の修正（上方修正）について

＜上方修正の要因＞
①リーシング好調・高稼働率維持でストック収入の上振れ
②販売用不動産売却益の上振れ
③新規物件の順調な取得により取得費用が拡大

営業利益は計画の 1 年前倒し

売上高

営業利益

営業利益率

前　年
同期比

112.6%

136.6%

（単位：百万円）

（参考）

6,972

548

7.9%

7,700

640

8.3%

7,850

750

9.6%

経常利益 130.0%484 585 630

154.3%当期純利益 278 405 430

第15期
（23年9月期）

実績

第16期
（24年9月期）
期初予算

第16期
（24年9月期）
修正予算

23年9月期 24年9月期
進行期

548
640

110

750

+16.6%

+36.6%

億円77 億円 億円78.5 7.5億円6.4売上高 営業利益

（単位：百万円）

営業利益
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99.2% 95.8% 98.0% 95.8% 97.5% 96.8% 96.3% 98.3% 98.3% 98.7% 97.91%

2023年2022年
10月 11月 12月 1月 2月 3月10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 4月 5月 6月7月 8月 9月10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

25,200
円 /坪

25,611
円 /坪

25,833
円 /坪

25,586
円 /坪24,180

円 /坪

25,090
円 /坪24,595

円 /坪24,332
円 /坪

25,091
円 /坪

25,172
円 /坪

25,794
円 /坪

第15期
（23年 9月期）

第16期
（24年 9月期）

第14期
（22年 9月期）

上方修正の要因：①既存物件の稼働率

稼働率・平均賃料
（ML・保有 / 既存）

※稼動率及び平均賃料は、竣工後1年以上経過したML・保有物件について算出しており、終了予定物件については除外して算出
※稼動率は、「稼働中賃貸面積 ÷ 賃借可能床面積」で算出した数値（％）※平均賃料は、「（賃料売上※諸経費等除く）÷（貸付可能床面積・坪）」で算出した数字（円／坪）

　稼働率 97.91% と継続して高稼働を維持
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上方修正の要因：②物件売却（2 棟売却）

IVY WORKS
延床面積：947.41㎡

PORTAL POINT HARAJUKU ANNEX
延床面積：890.95㎡
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上方修正の要因：③物件取得（3 棟取得）　

（仮称）鉢山町 PJ【ミズレイコ 72 ビル】
延床面積：920㎡

（仮称）鉢山町 PJ【カラート 71 ビル】
延床面積：1405㎡

（仮称）渋谷区代々木 4 丁目 PJ
延床面積：904㎡
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24 年 9 月期 第 3 四半期 PL - 損益計算書

ストック型収入・フロー型収入ともに、前期比で順調に拡大

※1 ストック型とは、マスターリース（ML）・物件保有（賃貸）におけるテナントからの賃料収受及びプロパティマネージメント（PM）におけるオーナーからの運営委託フィー収受といった物件運営を通じて継続的に得られる収入を指す 
※2 フロー型とは、物件運営に付随して発生する設計・施工請負契約の受託や保有物件の売却といった収入を指す　※3 EBITDAは、営業利益+減価償却費を指す

前期比
増減率

7,850売上高

ストック型※1

フロー型※2

売上総利益

売上総利益率

750営業利益

営業利益率

630経常利益

予算比
進捗率

82.4%

99.7%

101.5%

103.1%430当期純利益

（単位：百万円）
第16期通期
（修正予算）

5,215

3,725

1,489

817

15.7%

491

  9.4%

442

266

6,471

4,070

2,401

1,136

17.6%

747

11.5%

639

443

+24.1%

+9.3%

+61.2%

+38.9%

+52.2%

+44.4%

EBITDA※3 762 1,003 +32.3%

+66.1%

第15期3Q
（23年9月期）

累計

第16期3Q
（24年9月期）

累計
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1,084 1,089

108 96
61

3 1

992

106
4

296

1,016

114

2195

1,046

128

5133

583

73

1,079 1,120

117 119
61 621 1 1

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 2Q1Q 3Q
（22年9月期）第14期 （23年9月期）第15期 （24年9月期）第16期

ML
PM
保有
その他

設計・施工
販売 701

393

2,588

2,425

1,457

1,757

1,320

2,532

1,3611,3681,440

919

81
4

405

1,452

923

91
4

518

1,581

ストック型※

ストック型

フロー型※

499

891

1,149

133
84
156

900

1
2

1,211

140
45
54

5342 50
43

4643

24 年 9 月期 第 3 四半期 売上高推移

※ ストック型とは、マスターリース（ML）・物件保有（賃貸）におけるテナントからの賃料収受及びプロパティマネージメント（PM）におけるオーナーからの運営委託フィー収受といった物件運営を通じて継続的に得られる収入を指す
※ フロー型とは、物件運営に付随して発生する設計・施工請負契約の受託や保有物件の売却といった収入を指す

（単位：百万円）

ストック型収入は安定的に積み上がり、堅調な成長を続ける
売上高
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外注費

その他
業務委託費
本社家賃等

人件費

55 56 58 59 61 62 65

32 27
31 42 31

54 55

（22年9月期） （23年9月期） （24年9月期）
第14期 第15期 第16期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

販売原価

その他

減価償却費

地代家賃

労務費

（22年9月期） （23年9月期） （24年9月期）
第14期 第15期 第16期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
111

542

85

158

1,250
1,389

1,1841,2311,130

2,142

1,123

1,591

2,201

1,846

87 83
89

101
92

116 120
107

126 127

355

114

580

90
121

485

119

578

88
130

270

123

606

104

195

203

118

621

84
145

162

124

629

88

217

587

498

129

659

92

167

77

125

659

86

334

850

148

131

699

81

559

138

238

140

726

81

103

234

132

656

94

194

515

61

46

65

61

69

58

127

70

57

フロー型に連動

24 年 9 月期 第 3 四半期 売上原価・販管費の推移

売上原価 販管費
（単位：百万円） （単位：百万円）

※地代家賃、減価償却費：主にストック型売上に付随する固定費として安定的に発生
※外注費、販売原価：主にフロー型売上に連動する変動費としてスポットで発生 ※販管費：管理部門の人件費や本社家賃で、一定水準を維持

フロー型売上に連動する外注費等の増減を除き、一定水準を維持
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前期末比増減第15期4Q 第16期
（24年9月期3Q）（単位：百万円）

595流動資産 4,007 4,602

▲891現金及び預金 1,962 1,071

1,466販売用不動産 1,010 2,476

2,885有形固定資産 5,393 8,278

3,055固定資産 7,399 10,455

1,405流動負債 4,327 5,732

1,761固定負債 4,798 6,560

484純資産 2,281 2,765

3,651負債・純資産 11,406 15,058

▲12.3%92.6% 80.3%流動比率

▲1.7%20.0% 18.3%自己資本比率

24 年 9 月期 第 3 四半期 BS - 貸借対照表

第 3 四半期で大型の固定資産取得及び借入を実行
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PORTAL POINT HARAJUKU ANNEX

22年9月期
(1,519m2)

23年9月期
(1,333m2)

24年9月期
(5,558m2)

（23年10月売却→ML）

（23年3月売却→PM）

(カラート71ビル)

(ミズレイコ72ビル)

新築

32年

31年

37年

20年

ー

33年

26年

31年

計8,410m2❶～❼

渋谷区千駄ヶ谷5丁目

千代田区麹町4丁目

渋谷区神山町6丁目

渋谷区千駄ヶ谷3丁目

渋谷区鉢山町

渋谷区鉢山町

渋谷区代々木4丁目

目黒区中町1丁目

目黒区大橋1丁目 1,124

ー

ー

ARCHES KAMIYAMACHO

1,519

1,333

1,204

920

1,405

904

OMB目黒中町

（仮称）目黒区大橋1丁目新築PJ

THE MOCK-UP　❶

❷ AMBRE

❸

❹
（仮称）渋谷区鉢山町PJ❺

（仮称）渋谷区鉢山町PJ❻

（仮称）代々木4丁目PJ❼

21年11月

IVY WORKS
（24年2月売却→ML） 49年渋谷区千駄ヶ谷5丁目 ー 21年11月

21年11月 

23年  5月 

24年  3月 

24年  3月

24年  6月 

24年  6月 

24年  9月 
（予定）

22年  9月

延床面積
(㎡)

築年数
（24年6月末時点） 期立地物件名称

CyberAgent
グ
ル
ー
プ
参
画

(21年
7月
～
)

(23年
6月
～
)

株
式
上
場

取得時期

保有物件一覧（24 年 6 月末時点）

21 年 11 月以降 10 棟の物件を取得（3 棟売却済み）
24 年 9 月期は 5 棟を取得

 7 棟の延べ床面積 計 8,410㎡満室時の年間想定賃料は合計約 6.5 億円
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ポートフォリオ戦略

24年9月期
（期末見込）

   25年9月期※3
（獲得目標）

23年9月期
（期末実績）

保有※2

ML

PM

その他2

20

67
取得 ＋5棟
売却 ▲2棟

41

4 7

19

71

42

3

異動 ＋2棟
新規 ＋1棟
終了 ▲2棟

終了 ▲1棟

取得 ＋3~4棟予定
売却 ▲2~3棟予定売却後ML契約

保有※2

ML

PM

その他

保有物件を計画的に売却し
キャピタルゲインを得た上でストック収入へ繋げる

ポートフォリオ戦略※1

※1 ML、PM、その他は契約締結の期でカウント、保有は決済が完了した期でカウントしている。※2 保有には建物のみ保有（借地）している物件も含み、P17保有物件一覧
「PORTALPOINTHARAJUKU ANNEX」が該当　※3 25年9月期の数値は契約締結前、決済前の獲得目標値を記載
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ポートフォリオ戦略

24年9月期
（期末見込）

   25年9月期※3
（獲得目標）

23年9月期
（期末実績）

保有※2

ML

PM

その他2

20

67
取得 ＋5棟
売却 ▲2棟

41

4 7

19

71

42

3

異動 ＋2棟
新規 ＋1棟
終了 ▲2棟

終了 ▲1棟

取得 ＋3~4棟予定
売却 ▲2~3棟予定売却後ML契約

保有※2

ML

PM

その他

保有物件を計画的に売却し
キャピタルゲインを得た上でストック収入へ繋げる

ポートフォリオ戦略※1

※1 ML、PM、その他は契約締結の期でカウント、保有は決済が完了した期でカウントしている。※2 保有には建物のみ保有（借地）している物件も含み、P17保有物件一覧
「PORTALPOINTHARAJUKU ANNEX」が該当　※3 25年9月期の数値は契約締結前、決済前の獲得目標値を記載
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中期経営計画

営業利益の目標は、＋25% 以上となる成長を継続的に目指す

第15期
（23年9月期）

第16期
（24年9月期）

進行期

+15%

YoY 
+36.6%
上方修正

第17期
（25年9月期）

第18期
（26年9月期）

第19期
（27年9月期）

548

740640
860

（単位：百万円）
営業利益
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中期経営計画

営業利益の目標は、＋25% 以上となる成長を継続的に目指す

第15期
（23年9月期）

第16期
（24年9月期）

進行期

750 +15%

YoY 
+36.6%
上方修正

第17期
（25年9月期）

第18期
（26年9月期）

第19期
（27年9月期）

548

740640
860

1期前倒し

（単位：百万円）
営業利益
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中期経営計画

営業利益の目標は、＋25% 以上となる成長を継続的に目指す

第15期
（23年9月期）

第16期
（24年9月期）

進行期

750 +15%

営業利益
+25%以上YoY 

+36.6%
上方修正

第17期
（25年9月期）

第18期
（26年9月期）

第19期
（27年9月期）

548

740640
860

1期前倒し

（単位：百万円）
営業利益



60 61

オフィス検索 https://ordermade-tokyo.jp

ORDERMADE TOKYO
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本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの記述は、当該記述を作成した時点における情報に基
づいて作成されたものにすぎません。さらに、こうした記述は、将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性
を内包するものです。実際の結果は環境の変化などにより、将来の見通しと大きく異なる可能性があることにご留意くだ
さい。
上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経済情勢や当社の関連する業界動向等が含まれますが、これら
に限られるものではありません。
また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、かかる情報の正確性、適切性等
について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保証するものではありません。

お問合せ先
リアルゲイト経営企画部
Email: ir@realgate.jp
IR 情報：https://realgate.jp/ir/

本資料の取り扱いについて

ディスクレーマー


